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（百万円未満切捨て） 
１．2022年 11月期中間期の連結業績（2021年 12月１日～2022年５月31日） 
（１）連結経営成績                                                      （％表示は、対前年同期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2022年11月期中間期 775 － 112 － 112 － 76 － 

2021年11月期中間期 － － － － － － － － 

（注） 中間包括利益    2022年11月期中間期 77百万円（－％）  2021年11月期中間期 －百万円（－％） 

 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

 円   銭 円   銭 

2022年11月期中間期 74.67 － 

2021年11月期中間期 － － 

（参考）持分法投資損益   2022年11月期中間期  －百万円   2021年11月期中間期  －百万円 
（注）当社は、2021 年 11 月期中間期においては中間連結財務諸表を作成していないため、2022 年 11 月期中間期の対中間

期増減率、2021年11月期中間期の数値及び対前中間期増減率を記載しておりません。 

潜在株式調整後１株当たり中間純利益は、新株予約権の残高はありますが、2022 年５月 31 日時点で当社株式が非上

場であり、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2022年11月期中間期 1,062 422 39.8 

2021年11月期 739 368 49.8 

（参考）自己資本    2022年 11月期中間期 422百万円       2021年11月期 368百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 
2021年11月期 0.00 22.90 22.90 

2022年11月期 0.00   

2022年11月期(予想)  16.50 16.50 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

 
３．2022年 11月期の連結業績予想（2021年 12月１日～2022年 11月 30日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 1,382 8.4 92 △32.1 90 △32.8 59 △33.1 58.05 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無 

 



 

※ 注記事項 
 

（１）当中間連結会計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：無 

 

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 

②  ①以外の会計方針の変更 ：無 

③  会計上の見積りの変更 ：無 

④  修正再表示 ：無 

（注）詳細は、中間決算短信（添付資料）10 ページの「３．中間連結財務諸表及び主な注記（５）中間連結

財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）をご覧ください。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 2022年11月期中間期 1,070,000株 2021年11月期 1,070,000株 

②  期末自己株式数 2022年11月期中間期 50,000株 2021年11月期 50,000株 

③  期中平均株式数 2022年11月期中間期 1,020,000株 2021年11月期中間期 － 株 

 

 
※中間決算短信は公認会計士又は監査法人の中間監査の対象外です 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報、および合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。 

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、中間決算短信（添
付資料）３ページの「１．当中間決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧下さ
い。 
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１． 当中間決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、感染力が強いとされるオミクロン株が報告され、依然として先行きが不透明

な状況にあります。当社グループが事業展開する国内広告市場も、新型コロナウイルスの感染再拡大の懸念に伴い今後の

見通しは不透明な状況になっております。 

このような事業環境の中、新型コロナウイルス感染症の影響を受けにくい教育関連市場を主体としている当社グループは、

企業理念として「可能性を信じ、常に新しい分野に挑戦をし続け、それを企業化していく」を掲げ、ブランディング・プロダクショ

ンとして32年の実績と経験に基づく広告営業力と、独自の社内制作一貫体制で広告から空間まで様々なメディアを組み合わ

せた付加価値の高いブランディングを支援できる「提案力」と「クリエイティブ力」を活かし、新型コロナ終息後を見据え、新行

動様式やWEBでのオープンキャンパス等の新たな需要に対して広告戦略・広告制作の提案を行っております。 

上記の取り組みを行なうことにより、当中間連結会計期間における売上高は775百万円、営業利益112百万円、経常利益は

112百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は76百万円となりました。 

当社は、当中間連結会計期間より中間連結財務諸表を作成しているため、前中間期との比較は行っておりません。 

なお、当社グループは広告ブランディング事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

当中間連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ324百万円増加（58％増）し882百万円と

なりました。これは主として、売掛金の増加202百万円によるものです。 

（固定資産） 

当中間連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ２百万円減少（１％減）し180百万円とな

りました。これは主として、ソフトウエアの減少１百万円によるものです。 

（流動負債） 

当中間連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ224万円増加（101％増）し446百万円と

なりました。これは主として、買掛金の増加163百万円によるものです。 

（固定負債） 

当中間連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ43百万円増加（29％増）し192百万円と

なりました。これは長期借入金の増加43百万円によるものです。 

（純資産） 

当中間連結会計期間末における純資産の残高は、これは主として親会社株主に帰属する中間純利益76百万円の計上

等により前連結会計年度末に比べ54百万円増加（15％増）し、422百万円となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、524百万円となりました。 

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、獲得した資金は104百万円となりました。これは主として、税金等調整前中間純利益の計上112百万円

があったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当中間連結会計期間においては、投資活動を行っておりません。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、得られた資金は35百万円となりました。これは主として、長期借入れによる収入100百万円によるもので

す。 
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（３）業績予想に関する定性的情報 

国内広告市場につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染再拡大の懸念もあり不透明な状況が続くと思われます。 

当社グループは新型コロナウイルス感染症の影響を受けにくい教育関連市場を主体としておりますが、コロナ過による一般

企業向け受注の回復遅れや2020年に開設した福岡事業所を拠点した九州全域の受注増加も考慮して業績予想を行っており

ます。 

このような環境の中、当連結会計年度（2022年11月期）の連結業績見通しにつきましては、2022年６月22日に公表した業績

予想値から変更はなく、売上高1,382百万円(前年同期比8.4％増)、営業利益92百万円（前年同期比32.1％減）、経常利益90百

万円（前年同期比32.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益59百万円（前年同期比33.1％減）を予想しております。 

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、現在、日本国内を中心に事業を展開しており、当社グループの利害関係者の多くは国内の株主、債権者、取

引先等であるため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。 
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３．中間連結財務諸表及び主な注記 

（１）中間連結貸借対照表 

  （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（2021年11月30日） 

当中間連結会計期間 

（2022年５月31日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 382,452 524,075 

売掛金 78,252 280,999 

仕掛品 77,104 54,229 

その他 19,510 22,760 

流動資産合計 557,320 882,064 

固定資産   

有形固定資産   

建物 65,530 65,530 

減価償却累計額 △32,122 △33,234 

建物（純額） 33,407 32,295 

機械装置及び運搬具 10,094 10,094 

減価償却累計額 △9,093 △9,276 

機械装置及び運搬具（純額） 1,000 818 

土地 30,851 30,851 

工具、器具及び備品 47,138 47,138 

減価償却累計額 △38,647 △39,951 

工具、器具及び備品（純額） 8,491 7,187 

有形固定資産合計 73,751 71,152 

無形固定資産   

ソフトウエア 5,629 3,859 

その他 149 149 

無形固定資産合計 5,778 4,008 

投資その他の資産   

差入保証金 94,966 94,200 

繰延税金資産 8,031 11,048 

その他 14 14 

投資その他の資産合計 103,013 105,264 

固定資産合計 182,543 180,425 

資産合計 739,863 1,062,490 
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  （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（2021年11月30日） 

当中間連結会計期間 

（2022年５月31日） 

負債の部   

流動負債   

買掛金 15,338 179,062 

１年内返済予定の長期借入金 71,026 85,980 

未払費用 65,224 109,333 

未払法人税等 45,761 39,148 

未払消費税等 21,970 22,579 

契約負債 － 8,451 

その他 2,910 2,120 

流動負債合計 222,232 446,676 

固定負債   

長期借入金 149,202 192,884 

固定負債合計 149,202 192,884 

負債合計 371,434 639,560 

純資産の部   

株主資本   

資本金 17,000 17,000 

利益剰余金 349,800 402,604 

自己株式 △5,000 △5,000 

株主資本合計 361,800 414,604 

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 6,629 8,325 

その他の包括利益累計額合計 6,629 8,325 

純資産合計 368,429 422,930 

負債純資産合計 739,863 1,062,490 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 

①中間連結損益計算書 

 (単位：千円) 

 
当中間連結会計期間 
(自  2021年12月１日 
至  2022年５月31日) 

  売上高 775,126 

  売上原価 412,842 

  売上総利益 362,284 

  販売費及び一般管理費 249,503 

  営業利益 112,780 

  営業外収益  

    受取利息 0 

    為替差益 348 

    営業外収益合計 348 

  営業外費用  

    支払利息 835 

    営業外費用合計 835 

  経常利益 112,293 

  税金等調整前中間純利益 112,293 

  法人税、住民税及び事業税 39,148 

  法人税等調整額 △3,017 

  法人税等合計 36,131 

  中間純利益 76,162 

  親会社株主に帰属する中間純利益 76,162 
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②中間連結包括利益計算書 

 （単位：千円） 

 

当中間連結会計期間 

(自  2021年12月１日 

  至  2022年５月31日) 

中間純利益 76,162 

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 1,696 

その他の包括利益合計 1,696 

中間包括利益 77,858 

 （内訳）  

 親会社株主に係る中間包括利益 77,858 
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（３）中間連結株主資本等変動計算 

当中間連結会計期間（自 2021年12月１日 至 2022年５月31日）                       （単位：千円） 

 
株主資本 

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 17,000 349,800 △5,000 361,800 

当中間期変動額     

剰余金の配当  △23,358  △23,358 

親会社株主に帰属する 
中間純利益 

 76,162  76,162 

株主資本以外の項目の 
当中間期変動額（純額） 

    

当中間期変動額合計  52,804  52,804 

当中間期末残高 17,000 402,604 △5,000 414,604 

 

 

その他の包括利益累計額 

純資産合計 為替換算 

調整勘定 

その他の包括利益 

累計額合計 

当期首残高 6,629 6,629 368,429 

当中間期変動額    

剰余金の配当   △23,358 

親会社株主に帰属する 
中間純利益 

  76,162 

株主資本以外の項目の 
当中間期変動額（純額） 

1,696 1,696 1,696 

当中間期変動額合計 1,696 1,696 54,500 

当中間期末残高 8,325 8,325 422,930 
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（４）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 （単位：千円） 

 

当中間連結会計期間 

(自  2021年12月１日 

  至  2022年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前中間純利益 112,293 

減価償却費 4,368 

受取利息 △0 

支払利息 835 

売上債権の増減額（△は増加） △202,746 

たな卸資産の増減額（△は増加） 22,875 

仕入債務の増減額（△は減少） 163,723 

未払費用の増減額（△は減少） 44,075 

その他 5,786 

小計 151,212 

利息の受取額 0 

利息の支払額 △835 

法人税等の支払額 △45,762 

営業活動によるキャッシュ・フロー 104,614 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

投資活動によるキャッシュ・フロー - 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 100,000 

長期借入金の返済による支出 △41,364 

配当金の支払額 △23,358 

財務活動によるキャッシュ・フロー 35,278 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,730 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 141,623 

現金及び現金同等物の期首残高 382,452 

現金及び現金同等物の中間期末残高 524,075 
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（５）中間連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当

中間連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当中間連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当中間連結会計期間

の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高に与える影響

はありません。また、当中間連結累計期間の中間連結財務諸表に与える影響はありません。 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を当

中間連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19 項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第

10 号 2019 年７月４日）第 44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、

将来にわたって適用することとしております。なお、中間連結財務諸表に与える影響はありません。 

 


